
【写真】背景：甲斐国分寺跡全景空中写真（南から奥秩父山系雁坂口を望む） （笛吹市教育委員会蔵）
左上：鬼瓦（笛吹市教育委員会蔵）　右上：軒丸瓦（護国山国分寺蔵）　左下：薬師経石當（護国山国分寺蔵）　右下：史蹟甲斐国分寺址標柱

観覧料  一般520（420）円  大学生220（170）円  常設展観覧料でご覧いただけます。
●65歳以上の方、障害者の方（およびその介護をされる方）、小・中・高・特別支援学校等の児童・生徒は無料です。
●（ ）内は20名以上の団体、県内のホテルや旅館に当日か前日に宿泊する方を対象とした割引料金です。
●無料、割引の対象となる方は、それぞれ証明できるものをご提示ください。
●購入日から何度でも観覧できる年間パスポート（一般2,100円、大学生1,050円）もございます。

休館日 毎週火曜日 （2月11日（火）は開館、翌日12日（水）が休館）、 年末年始（12月24日（火）から１月１日（水）まで）
開館時間 9：00～17：00（入館は16：30まで）　主催 山梨県立博物館　協力 笛吹市教育委員会
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国分寺は、聖武天皇の命により全国に創建され、甲斐国では現在の笛吹市一宮町に建てられまし
た。その後、鎌倉期に焼失、戦国期に再興され、大正11年（1922）に国史跡の指定を受け、現在に
至ります。とくに近年、甲斐国分寺跡の発掘調査が進み、創建時の姿やその後の地域との関わり
について、新たな知見が得られています。本展では、最新の発掘成果を踏まえた国分寺の創建時
の姿とともに、創建から現代までの国分寺と地域との関係の移り変わりを紹介します。
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笛　　吹　　川

甲府方面〒406-0801　山梨県笛吹市御坂町成田1501-1
Te l :055-261-2631　Fax :055-261-2632
E -ma i l : k e nh a ku@p r e f . y amana sh i . l g . j p
URL:http://www.museum.pref.yamanashi.jp

アクセス
◆中央自動車道一宮御坂ICから車で約8分
　笛吹八代スマートICから車で約12分
◆JR石和温泉駅南口からバスで約10分
　富士急バス「富士山駅」行き

◆JR甲府駅南口からバスで約30分
　富士急バス 5番のりば「富士山駅」行き
　（※一部は北口2番のりば）
◆富士急行・河口湖駅からバスで約40分
　富士急バス 5番線「甲府駅」行き
◆富士急行・富士山駅からバスで約50分
　富士急バス 4番線「甲府駅」行き

山梨県立博物館
ホームページ

ギャラリートーク
日　時：１２月２１日（土）、１月２５日（土）
　　　 ２月９日（日）
　　　 いずれも15：00から30分程度
会　場：企画展示室                      
※事前申込不要、常設展観覧券が必要です。

甲斐国分寺めぐり
日　時：１月１８日（土）、２月１５日（土）
　　　 １３：３０～15：30
場　所：史跡甲斐国分寺跡
　　　 （笛吹市一宮町国分425-1）
定　員：20名程度（先着順）              
問合先：笛吹市教育委員会 文化財課
　　　 TEL:055-261-3342
※参加無料、事前申込不要、現地集合（当日問合先：山梨県立博物館 TEL：055-261-2631）

国分寺シンポジウム
日　時：２月１日（土）１３：0０～16：30
会　場：山梨県立博物館生涯学習室
定　員：60名
申込期間：1月14日（火）～24日（金）
申込先：笛吹市教育委員会 文化財課
　　　 電話:055-261-3342            
※聴講無料、要事前申込

古文書講座「国分寺」
日　時：２月２２日（土）
　　　 １３：３０～15：00
会　場：生涯学習室
申込先：山梨県立博物館
　　　 TEL：055-261-2631
※聴講無料、要事前申込

かいじあむ講座
「国分寺が山梨の宝になった日」
日　時：１月１９日（日）１３：３０～15：00
講　師：石神孝子（当館企画交流課長）
会　場：生涯学習室
※聴講無料、事前申込不要

かいじあむ講座
「中世以降の甲斐国分寺」
日　時：２月１６日（日）１３：３０～15：00
講　師：茶園紘己（当館学芸員）
会　場：生涯学習室
※聴講無料、事前申込不要

講演会
「甲斐国分寺建立と人々」
日　時：１月２６日（日）１３：３０～15：00
講　師：末木健氏
　　　 （山梨県考古学協会名誉会長）
会　場：生涯学習室
※聴講無料、事前申込不要

関連イベント

寺子屋ひろば
「折り紙で国分寺七重塔を作ろう」
日にち：12月22日（日）
「甲斐国分寺の鬼瓦プラバンストラップを作ろう」
日にち：２月９日（日）
「蓮華もようの軒丸瓦の首かざりを作ろう」
日にち：２月１６日（日）
いずれも１１：00から３０分程度
会　場：かいじあむ寺子屋もしくは体験学習室            
※事前申込不要、常設展観覧券が必要です。

※イベントの受付は開催時刻30分前に開始(ギャラリートーク・寺子屋ひろばを除く) ※イベントは変更・中止になる場合があります。

武田勝頼判物 天正4年（1576）（護国山国分寺蔵）

kaiseum_ypm山梨県立博物館
公式X（旧Twitter）
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写真「国分寺七重塔礎石」 （出典 水上文淵『史蹟名勝天然物一』）
大正12年（1923）頃 （山梨県立博物館蔵） 

薬師経石 文政10年（1827） （護国山国分寺蔵）
写真提供：笛吹市教育委員会 

木札「史蹟国分寺保存會」
大正時代以降 （護国山国分寺蔵）

「金寺」墨書土器（部分）
8～9世紀（笛吹市教育委員会蔵）

「法寺」墨書土器（部分）
9世紀（笛吹市教育委員会蔵）


